
553．　94：550．　8：622．　1　（521．　82）

松江炭田矢田地国山陰炭磧地質調査報告

松井　　寛聖井上　絢夫涛

　　　　R6sum6
R6poτts卜of　the　Geolocal　Sur▽ey　at

l　San’in　Co11iery，，Yada　District　in

　　Matsue　Coal　Field．by

　　H．Matsui＆AlInoue．

　 This　geolo宮ical　Su「vey　was　ent「usted

by　Mr．Rikichi　Hida　who　owns　this　co1Hery．

Two　core－borinまs　wer6tried，but　both　faile（1

to9工ve　a　satisfactory　result，because　the　borings

could　nσt　penetrate　hard　oli∀ine・basalt．The

purp・se・曲is、sur▽¢yistoclea「1yillust「ate

thestratigraphicalrelati・nbetween．・1ivine二

basalt　and　coa1・measures　and　to　calculate　the

・reserves．There　are　two　coal　measures，upper

Fushina　lme血ber　and　Matsue　member．

Shell　fossils　foun（1　indicate　the　Burdigarian

stage・The・livin②basaltf1¢wc・verspa跡

unc・nf・mablytheupPerFushinabe4andth6

釜10w　attains75m．in　thickness　The　upper

Fushina　occurs　a　coa1－seam　which　is　now勺vorked

by　Saゴin　Colliery・

　　・Upper　Fushina　Bed　　　　Matsue　Bed

reserves

「∫　proved　coa1　　60，000（Tons）

　probable　coa1140少000（Tons）
Np。SSible　卿。。（T。ns）、。α。。。（T。ns）

thickness　of　coal

strike　of　coal

dip　”

calorific　value

、prduction

1。要

20－90cm　，　　20cm

N80W　　 E－W
N　12　　　　　　　　－N10～15㌧

5，000　ca1±

300Tons　in　a　month

旨

本調査は鑛匿所有椹者肥田理吉氏の申請に依る受託調

査であつて約一ケ月に互る地質調査を行つた．本調査の

霞的は從來不明であつた爽淡層と玄武岩との地質的關係

を明らかにして埋藏量を決定し，淡暦の賦存状況を確め

て操鑛計劃に資するにある・本地域の爽表暦は第三紀中

新世と思われる上部布志名層と松江暦であつて，現在稼

契・燃料部

行中の炭暦は上部布志名層のものであつて，基磐岩であ

る花嵩岩の上方約400mに位する・玄武岩は上部布志名

暦を李行木整合に被覆する盗流溶岩であつてその厚ざは

30m～75mである．松江贋は此の玄武岩に不整合にのわ

西津田，松江城跡，黒田樂山の各炭層は之に屡する・上

部布志名層は殆んど砂岩よわ成わ，厚ざ約240m：走向北

80。西，傾斜100～150北であり，松江暦は凝灰質細粗礫

岩及び凝友岩よわなり厚さr190m赤向東西傾斜100～15。

北である・上部布志名暦の炭暦は一層だけで同暦の上位『

にあつて，厚さ20cm～90cmzF均50cm，傾斜120，石炭

で獲熟量4500（レ5000カロリー，確定炭量6萬t推定炭

量14萬t，豫想炭量17萬t，宅ある．松i江層の炭層・も一層で

一
厚 ざ20cm，傾斜10Q～150， 炭質は亜淡で豫想炭量10萬t

である．

，玄武岩は本調査の結果爽炭暦を李行不整合に被擾盗流

したものである事が到明したので既に2度も玄武岩にあ

たつて中止し』たボーリングは當然之を貫いて掘進すべき

であつた・略う少し愼重な地質調査を實施してから試錐

を行えぼ，かような無駄が無かつたであちうら

　本調査中實施されていたRNO3號試錐ば深度36mで間

題の玄武岩を披き深度78mで着淡した・此の試錐は山陰

炭鑛の二つの：希望繭敵した馳に於て極めて有意義であ

つた。一つは前述の玄武岩を貫いて其下位の探炭をなし

た事，他の一つは本炭暦に膨縮性があつて，坑内の或地

馳では尖滅する事もあ、るが，此の試錐の着炭によつて，

傾斜の方向にも安全に淡量を見こむことが出來る事姪あ

　　　　　　　　　　　　ヤる・西津田地匿の炭層は，露頭だけでは厚ざ20cmの亜

炭で多くを期待し得ないが，將來ボーリングによつてそ
’
の
賦
存
歌
況 を明確にするごとは必要である・

2．調査班員　期間

a）地質班松井　寛　井上絢夫

　測量班野口保夫　川野辰男　1：10，000地形圖作

　　　　1　成　　一坑内地形圖作成
　　　　500
（b　期匡行　　1948年（目召禾023年）　4月1日～5月10日

　　　3。位置。匠域．交通

a）位置　島根縣八束郡竹矢村矢田

b）匿域　北は松江市の南部よわ朝酎を結ぶ6kmの線

南は乃木濱上り，古憲原を纏て茶臼山南麓を結ぶ東西約

6km，南北（西域では）1k卑，（東域では）3kmの略三角　・

形をなす地域で面積約11km2、である・

，8



c）交通　山陰本線松江騨よ6東へ5km（トラツク20

分）・山陰本線馬潟騨よわ西へ3k1n（トラツク10分），地域

内ほ標高20γ30mの低い丘で道路は良好である。松江市

の南部にある療養所附近の上部布志名層中の炭冒，或は

西津田附近の松江暦り炭層が開叢される場合も爾地共，

　　　　　どトラツク道路に近く交通至便である。

先嘩＼糞、・、▽1・

松》工繕震瓢巡撫
　　、撒轟議瀬1鷺欝　
宍道湖乃……振三麹・輔、欠・羅ソ

b）地形と作業蓮搬上の關係　前項（C）参照

　　　　5堆　、質
a）層序
下位の地暦より上位の地層へと読明する・

i）下部布志名暦、地域内の最下位の地暦で暦厚は200

m＋．本地域では乃木村附近及茶臼山の東麓に露出する

　　　　のみであるが、，隣接：域ではこれよわ更

まかた

、騨評看臨葉愚響繋i晶＿．』

　羅翻燃玄端囲朝厳山岩　　　　　x石炭瞬
毒雛翻王部布講圧皿上鞘噌鵯　　　x炭砿
　ロコ下音嚇編匿璽1下音隅嘱0脚1。・・『2。・・m

1第1飼　松江炭田矢田地厘山陰岩蕨附近地質圖

　　　　4．地’　形
a）地形と炭層の關係

本地域は標高20～30mの低い丘陵地であるが，玄武岩　一

の露出地のみは風化に彊く標高50m～60mの急傾斜をな

している．上部布志名層中の炭層はその玄武岩の下位30

～50mにあるo

代

時 層　名ノ・ 斤
原 粧状図 潰　　　質

30 礫　看　粘土泥

？
朝・酌’

・安輿岩，ρ
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第2圖　松江市矢田地厘山陰炭蕨附近
　　棋式地質柱釈圖・

に下位の厚ざ約400mの地暦が花醐岩上

に不整合に乗つている．本地域では風化　F
I
し
た
黄
褐
色 の砂質頁岩よわ成り，家め様1

なイ乞石を産する。　FCu「dium　SP・

　ii）上部布志名暦　（爽炭暦）・層厚

240m。爲暦のある粗懸砂岩よわ成6，崖』

をつく6易く露出参好い。下部は黄白色

石英質細粒砂岩で茶臼山附近では，これ

に玄武岩が貫入盗流している。（厚さ80
’
m
）
。
中

～上部にかけては白色石英質砂，

岩（石英質は石英斑岩の破碑物よりなる）

や赫色～赤紫色細粒砂岩より成る（赫

色～赤紫色は玄武岩の破碑物よわなる。）

中～上部にかけても茶臼山を中心として

玄武岩の畿が績いたらしく鶴射撃場の

北部には厚さ40～50mg玄武岩が挾在されている・炭暦

ほ上部にマ暦あつて，炭層の上盤には青友一青線細粗砂

岩或は揚色砂岩，下撃には黒色中粒・砂岩褐色中粒・砂

岩がくる。炭鑛では前者を吉まさ，後者を黄まさと呼ん・

『
で
いる。薄凝友質頁岩層，薄礫層‘礫は水磨された卵拳

『大の玄武岩，一石英斑岩の礫）が中～上部にかけて爽在す

るo，
　iiD轍騰玄武岩（特に爽炭層に關係りある火成岩）上・

部布志名暦を耶行不整含に被覆盗流しており，その厚さ

は75m以下であるげ暗友色堅硬で斜長石撒撹石の小さい

班晶をもつた斑岩朕の岩石で，此暦の分布する所は草木，

がよく茂わ露頭が少く，上部布志名層の好露頭の多いの

と封庶的である。風化すると赤紫色になる。

iv）　津田層　　　　　言己載省略

v）角閃玄武岩　”　　”、

vi）松江層』　（來炭麿）

　（イ）下部松江暦（爽炭暦〉・　　　　　　　、．

層厚50m，角閃玄武岩の上に不整合にのる。

下部布志名層より角閃享武岩までは走向北70。～800．

西，傾翻10～15。北であるボ，この松江層は走向東西プ

傾斜10～15。北で走向が異なり調査した地域内の中では

この不整合が一番著しい。下部は西津田附近では玄武岩

礫を有する黄褐色砂岩，或は砂質頁岩，頁岩等であるが，

，矢田附近でほ玄武岩の小豆大乃至鶏卵大の礫を多量に含

、9



有する黄色砂岩，褐色砂岩であるか，叉クま白色擬友岩，

凝友質砂岩と玄武岩礫を有する凝友質砂岩とのひんぱん

な互層である。上部は西津臼でほ，下部よわ漸移して次

白色或は白色中へ細粒砂岩となつている。最上部に厚さ

20cmの距淡が介在する。　　　　　　　・

　　（胃）上部松江層

　暦厚140ご＋，凝友質砂岩，凝友岩よわ成り白色粗粒～

細礫凝衣岩をはさみ堅硬である。商業學校の北に分布す

るが東するにつれ薄くな転途にほ尖滅する。

　vii）朝酌安山岩’　　記載省略

　viii）乃木暦一　　　　”　　”

　b）構造
　津田暦以下の地層の一般1走向は北700～80。西で北へ

10。～150傾斜する箪斜構造宅あるが，松江暦は走向略

東西，傾斜北が100～150である。断暦は東西及び北60。～

70◎西方向の断暦が多く地域の西部にあ畜床机山附近及

び坑内には略南北方向の断層もある。

淡層に關係のある断層、

　奮新坑断層　（坑内淡暦地ヤ等深線圖参照）

　1走向北70◎～80。西，傾斜12◎の淡層は奮新坑に於て急

に南北の走向に攣わ・，一方山陰本鑛の炭層は走向北80◎西

　　　　　　　　　　　ゑ傾斜12。北で一般方向である。奮新坑丙にみられる走向

南北東落蜥層が奮萩坑道に沼つて，南北にのぴるものと

思われる。

（坑内の一部で観察ざれる）

　3。P矢田断層のため露頭が豫定された地黙へ出ず地表

へ出るまでの瞳離が延びたので，その聞に淡層は稼行に

堪えない程薄くなつた。

　等考えられる。山陰炭膿艦業所南飲料永井戸よわ南約

200mの大きな崖iにあらはれている炭化物を縞状にはさ

む黒友色頁岩（30cm）は貧弱になつた炭暦露頭のよ映例．

と、思われる0

　　　　　　　6．石　　　：炭

　a）賦存駄況
　　i）　炭暦敷

淡暦甦1名副備 考

　山陰本坑断層　山陰本坑のフケ先にR。No．3號井を開

坑し，その着炭深度を約120mと豫定したが，實際は78

mで着炭したので，山陰本坑とR．箇o．3號井の聞には地

馳と方向はおからないが，落差25mの南落ちの断層が推

定される。

　三段堤断層　山陰本坑の炭層は傾斜120北で，坑内炭

暦培下等深線圖にみられる如ーく，由陰本坑口附近に露頭

があらはれる筈であるが，實際は露出せず然も坑口附近

の地表には傾斜30◎～35◎の傾斜を示すので，坑口と地表

露頭35。dipを示す崖との聞に落差110mに及ぶ断暦

　（方向不明）があると推定される。

　矢田断層　坑内炭暦地下等深線圖よわ推察すると，そ

の炭暦露頭線は，祉員住宅地附近よわ奮射撃場へ越す山

手にあらはれる筈で姦るが，蜜際には露頭は蛋射撃場丙

北側の崖にあらわれ，此聞に南落ち，落差150～60mの北

75。西山陰炭磯磯業所の南の季地を通わ古志原堤に至る
、
断暦が推定されるo

　全地域を通じて，淡厨の露頭は稀れで，僅瀕こ松江市

南療養所内と奮射撃場のニケ所である。これは

　10上部布志名暦が粗懸でくづれ易く露頭を隠すので

はないか0

　20上記の檬な砂岩相のため炭暦に連績性のないこと

上部誌名酬こ赦，囎Ll夫　層位的關係髄

傘江脚こ赦　隊定障猷圖参照
　　　　　ど
　ii）歩層連絡圖　歩層は一枚のため，その層位關係を

各地黙毎に封比するgは省く。

　李面連絡圖は，炭量匿域計算圖参照

　iii）稼行淡暦

　山丈，炭丈，表丈／山丈ジ可採厚，上下磐の性質等は

第3圖炭柱圖参照

　　〔炭暦の特徴〕はさみがなぐ薄いが石炭1枚であるこ

とが多い。

　〔厚さの攣化〕炭暦は20cm～90cmで膨縮性があるo

55　3び　18　10
Sg　S6　S4　S2

88 50 60

　凡例
53　坑内炭層状況測定秀号

S6　標本及分析資料香号

匿璽1、青1灰色一恢黒魯細粒砂岩

目灰色磯頁岩蹴
㎜炭質頁岩

■脳・石炭

屋亙］黒福色中粒砂岩

O　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　m

第3圖矢田坑内炭杜圖

10
齢



これは堆程灘々こよるのと，坑内馨々こよるとジ淡暦と

上盤のチョコレ｛ト色粘土とが互にず6辻づてできた墜

砕面が不規則なことによる。　・　・

　〔走向〕北800西　 〔傾斜〕：12◎北

　〔延長〕走向延長　　5km

　〔構造〕北へ傾斜する軍斜構遣

b）炭質　　すべて坑内標本による

i）　肉眼的観察

倒輝淡副羅度窮隣火の細焔の顯

黒圃ぎ糊，剃易1長
ii）分析結果

採取場所 翻
矢田本坑1』左　零　片

矢田本坑2左　零　片

矢田本坑3左零片引立
矢田本坑4右一片引一立

矢田本坑5右一片引・立

矢田本銃6左　r一・片

矢田2坑7右　一　片

矢田2坑8左、r　片
矢田2馬坑一9
左一片引、立

水分
10．55

9188

』
1
0 ．47、

12．41

12．48’

11．53

10．29

9．17

11．11

友分
20．62

19．89

25、04

11．13

27．32・

15．82

11．87

25．03

21．38，

揮齢塵懸
舘4・t3包42

3a72134．51

28．58　　　　35．91

，35・65140・81

30．59　・29．62

38．29　　　　34．10

32．74　　　　　45．10

35．51　　　　30．29

31．55　　　　35．96

硫黄

1．69

2．19

1．39

1．16

3，01

2．25

0．96

2．60

2．00

叢熱量略 友の色

4950赤福

5170　褐

4590． 淡　　褐

5380赤褐
4010　グ

4780，　”
』
5
3
4
0 ．　　　”

4730　褐

4840・”

コークスの性肌

’

不　 粘　結
　　〃

　　〃

　　〃

　　〃
　　〃

　　〃
　　“

　　〃

　iii）適性用途　主として松江市の製糸工場，病院等

の燃料炭　　　ノ
c）炭　量　（炭量計算匪域圖炭量表滲照）

炭暦名障劉推定劉塑灘
上部布志名騨の嗣6万t
松江暦中の炭暦　　　1
　　　　　｝

14万t 17万t

10万t

　　　　7．稼行状況
a）炭磯名　所在地　其他

炭鑛名：・山陰麦磯

鑛業権者名：．肥田理吉・．

所在地：　島根縣八束郡竹矢村矢田　’

鑛歴番號：　島操登151外2面積計2，157．760坪

b）滑革昭和15年5月本坑開坑して以來鑛業灌者

難して・昭和19年1明現鑛業穫者に整つた・

c）稼行炭暦及び分析表　6　石表参照

d）出炭高
　白召和20年　　189“t

　”　21年　　　　　5627。5t

　”　22‘年　　　　　1151』5．9t

　〃23年1月　　316t

　　　・2月　301t
　　　3月　323t
　　　4月　262t
e）鑛員敷，職員敷

鑛員敷二男83名　女17名　　計100名

職員敏：24名

f）　出炭能率　　1948年1ケ月出炭高

　月産323t／坑員敷100ヰ3。23t．

9）主要坑道

名副
矢田本坑

矢田2坑

山陰本坑・

蛋新坑

斜坑の娠1斜坑あ傾刹

143血　　　　　loo～150

＄3m　　．　120解200

755m　　　　260～310

63m　　　　250～370

片磐坑道延劇
右零片　　55mσ左零片　　1238m
左一片は矢国2坑と坑丙
蓮絡、左：二片94．4m

　　　無

加藍1
2ユ×
1．8

2．1×
1．8

ユ．8×，

1．8

1．8×

1．8

劇
噂木枠

木枠

木枠

木枠

捲揚機1備 考

50馬力
コース捲
20馬力
コース捲
10馬力
コース捲

休　 坑

k）i）　採炭法　残柱式手掘採炭

　ii〉通i氣本坑喪2坑を入排氣坑とする冑然通氣

．iiiり照萌幹線電澄その他アセチレン燈

iv）排　水　2坑排水は5馬力ターピンボンプによ

　　　る　排水量15才1分
　　　本坑排水は50馬力タービンポンプに依r
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　　　る　撰水量30才1分
v）動力松江市南攣電所より受電する・契約電

　　　力250KW．酎ケ月使用電力量50，000

　　　KWH
・vi）選淡　6分目にて節分，塊炭は手選する，塊

　　　炭80％粉炭20％の割合
vii）邊　炭　山元よ、わ松江騨聞5kmをトラツク輪

　　　邊する。
、栖ii》主要設備

　　捲揚機3毫計80馬力
　　拶B水ポンプ　3毫　計130馬力

　　修繕工場3棟
　　諸建物　12棟　　　　　，，

　　　8．結　
論
，

　　本：調査の結果次の事が判明したo

　　a）現稼行中の炭暦は第三紀中新統に屑する上部布志

　名麿中に爽在するものであつて，西津田附近の炭暦は更

　に上位の松江暦中にあるもので，從來同一炭暦とされて

　いたが，爾者は別個の炭居であるo松江炭田の炭田の炭

　量を論ずるには上部布志名暦中の炭層と松江暦中の炭暦

　との＝二うに分けて考えねぼならないo

　　b）’西津田附近の炭暦と松江城跡，黒田樂山等の炭暦

　とは同じ松江暦中の炭暦ではあるが，西津田の炭暦が下

　位で，松江城跡，黒田樂山の炭暦が上位にあると推i定さ

　れる。
・　　　c）本調査の目的である玄武岩と爽炭層との地質學的

關係は李行不整合であつて，玄武岩が蝦暦（上部布志

名暦）を被覆盗流している。玄武岩の厚さは75m以下で

あるQ
d）稼行中の炭暦は膨縮性を有し，坑内調査の結果で

は炭層は厚さ20cmより90cmに攣化する。挙均炭厚1は50

cmである・矢田本坑左一片の途中より傾斜の方向僻お

ろした探炭坑道では炭暦の尖減する所があるので，傾斜

の方向にはあまり期待できないのではないかと心配した

が，山陰本坑のフケ先におろしたNo・3試錐は玄武岩を

貫いて深度75m宅着炭したから衆暦の存在がフケ先でも

確實となつた・（尖減するのは局部的と考え挙μる。）山陰、

炭鑛の埋藏炭量は深度100mまで確定炭攣として計算す

れば．確定炭量6万tとなる。NO3試錐では炭質が坑内

より劣つているが，走向延長方向には炭質の攣化はみら

れない。炭層は矢田2坑より薦射撃場を経て・松江市南部

療養所に績いているが，その炭質は坑丙のものと比べて

殆んど遜色がない。本炭暦は傾斜の方向よりむしろ走向

の方向に炭丈に於いても炭質に於いても連績性がある。

　　　　9．蓼考文献　1
1937富田蓮酒井榮吾『島根縣布志名及び來待地方

　　の地質（演旨）地質學雑誌　、、

　XLIV－525　482
1945濱野一彦　島根縣山陰炭鑛矢田鑛業所　調査報告

1947徳永重元　松江市東方の含炭第三系

　　　　資源研第三研究部’速報第4號
開襲に勤する意見．炭量計算匿域圖．炭暦地下等深線

圖その他9附表を省略する。

553，661：550．8：622．1　（524）

北海道幌別硫黄鍍山報告
　　太　田一夏・　干呉

　　　　　　R6sum6
　Report　on　the　Sulpher　Deposit　of

　Horobetsu　Mine，

　　　　　Hokkai40・
　　　　　by　Ry6hei　Ota
　The　sulpherl　deposit　Qf　HorobetSu　Mine，

Hokkaido，oc弓urs　as　only　a　huge　and　flat　mass，

n　shape，beipg　replaced　in　andesite　lava．Though
i
the　sulpher　ore，main　part　Qf　the　mass，was

almost　wlorked，further　succession　of　the　iron

sulphide　ore　in　the　nort五　east｛ミrn　part　bi（is　fair

tg　be　successful　from　the　structural　point　of　view．

馨地質部

1．．緒　　言

略和24年夏約1ケ月間，幌別硫黄鑛山を中心とした硫

黄資源地警の地質調査を實施したが，その際行つた同鑛

山の鑛床概査を此庭に報告するα

　　　　2．位置及び交通

幌別硫黄鑛山は北海道曙振國有珠君附：瞥村字辮景にあ

る。同鑛山は，比高約800mの來馬山の中腹にあつて腰

振線久保内騨から鑛山迄の直距約7kmの道路嫉良好で

トラックを通じ得為。然し製品及ぴ物資の輸邊は鑛山か

ら室中索道によわ南方直距約7kmの幌別郡幌別村鑛山

部落に至り，それよ6東南方直距約7，kmを專用輕便鐵’

道にて室蘭本線幌別騨に連絡するσ鑛山部落附近には岩・
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